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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年３月期第１四半期の業績（平成23年３月21日～平成23年６月20日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年 ３月期第１四半期 1,350 △ 5.1 △6 － 4 △34.5 12 139.0 
23年 ３月期第１四半期 1,422 45.1 △3 － 7 － 5 － 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円  銭 円  銭

24年 ３月期第１四半期 2.67 － 
23年 ３月期第１四半期 1.12 － 

 
（２）財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年 ３月期第１四半期 3,606 2,269 62.9 489.63 
23年 ３月期 3,621 2,223 61.4 479.72 

(参考)自己資本 24年３月期第１四半期         2,269百万円 23年３月期         2,223百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
23年 ３月期 － 0.00 － 0.00 0.00   
24年 ３月期 －    

24年 ３月期(予想)  0.00 － 2.50 2.50   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成24年３月期の業績予想（平成23年３月21日～平成24年３月20日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％  円   銭

第２四半期(累計) 2,650 △7.6 3 △72.7 27 △25.0 23 △28.1 4.96 
通  期 5,400 △1.4 6 △33.3 55 △6.8 47 － 10.14 

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



 

  

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

表示方法等の変更の有無となります。 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年３月期１Ｑ 4,680,000株 23年３月期 4,680,000株

②  期末自己株式数 24年３月期１Ｑ 44,815株 23年３月期 44,815株

③  期中平均株式数(四半期累計) 24年３月期１Ｑ 4,635,185株 23年３月期１Ｑ 4,636,164株

 
 
 
（注意事項） 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 

 



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の業績等に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（２）財政状態に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（３）業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………………………………………  3

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期損益計算書 …………………………………………………………………………………………………  6

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………  7

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  7

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  7

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  8

４．補足情報 …………………………………………………………………………………………………………………  8

商品別販売実績 ……………………………………………………………………………………………………………  8

㈱植松商会（9914）平成24年３月期　第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

－1－



（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間における我が国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により東北地方を中心

に甚大な被害を受け、生産活動の停滞や物流機能の寸断のほか原発事故に伴う電力供給懸念も広がるなど、被災地

域のみならず国内全般に深刻な影響を及ぼすこととなり、先行きが不透明な状況で推移しました。 

 当機械工具業界におきましても、被災地にあるサプライヤーからの部品納入が停止するなどで、自動車産業を始

めとしてあらゆる産業の生産活動が停滞する事態となりました。しかしながら此処にきて、壊滅的な打撃を受けた

サプライヤーの復旧が進むにつれて、主力ユーザーである自動車産業の生産活動も順調に回復に向かっておりま

す。  

 このような経済環境の中におきまして当社は、被災した営業エリアにおける減収分を補うべく、新たな震災後の

年度計画のもとで活動を展開しておりますが、自動車関連産業の受注回復のほか、被災地における復興需要もみら

れる状況にあります。 

 その結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,350百万円（前年同期比5.1％減）、営業損失６百万円（前

年同期は営業損失３百万円）、経常利益は４百万円（前年同期比34.5％減）、四半期純利益は12百万円（前年同期

比139.0％増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債および純資産の状況 

（資産） 

 当第１四半期会計期間末における総資産は、3,606百万円となり前事業年度末に比べ、14百万円減少しました。

この主な要因は、流動資産で、現金及び預金が46百万円、受取手形及び売掛金が25百万円それぞれ減少したこと等

によるものであります。 

（負債） 

 当第１四半期会計期間末における負債合計は、1,336百万円となり前事業年度末に比べ、60百万円減少しまし

た。主な要因は、支払手形及び買掛金が72百万円減少したこと等であります。 

（純資産） 

 当第１四半期会計期間末における純資産は、2,269百万円となり前事業年度末に比べ、45百万円増加しました。

主な要因は、四半期純利益の計上12百万円及びその他有価証券評価差額金の増加33百万円によるものであります。

 なお、当第１四半期会計期間末における自己資本比率は62.9％となり、前事業年度末に比べ1.5ポイント上昇し

ております。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、46

百万円減少し361百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、39百万円（前年同期比75.4％減）となりました。これは主に、税引前四半期純

利益14百万円の計上と売上債権の減少額24百万円の増加要因がありましたものの、一方で、仕入債務が76百万円減

少したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、４百万円（前年同四半期は64百万円の収入）となりました。これは主に、投資

有価証券の取得による支出２百万円及び貸付金による支出２百万円等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、２百万円（前年同期比80.2％減）となりました。これは、ファイナンス・リー

ス債務の返済による支出２百万円であります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の業績予想につきましては、当第１四半期会計期間の業績は概ね計画通りに推移いたしましたこ

とから、平成23年６月13日に公表いたしました「平成24年３月期業績予想及び配当予想に関するお知らせ」の第２

四半期累計期間業績予想及び通期業績予想に変更はありません。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理  

① 棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・

プライニングを利用する方法によっております。 

  

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

   

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年６月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成23年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 362,089 408,417

受取手形及び売掛金 1,877,776 1,903,720

有価証券 100,012 100,031

商品 236,189 218,673

その他 27,283 24,000

貸倒引当金 △26,990 △32,170

流動資産合計 2,576,362 2,622,673

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 95,856 97,245

土地 220,693 220,693

その他（純額） 17,383 18,559

有形固定資産合計 333,933 336,499

無形固定資産 11,120 12,438

投資その他の資産   

投資有価証券 576,596 542,032

その他 128,101 127,219

貸倒引当金 △19,707 △19,707

投資その他の資産合計 684,990 649,545

固定資産合計 1,030,044 998,483

資産合計 3,606,406 3,621,156

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,055,263 1,127,316

未払法人税等 14,848 11,382

賞与引当金 2,140 11,600

役員賞与引当金 2,375 －

災害損失引当金 30,468 34,883

その他 128,093 86,002

流動負債合計 1,233,188 1,271,184

固定負債   

退職給付引当金 39,497 59,970

役員退職慰労引当金 45,075 44,000

その他 19,099 22,418

固定負債合計 103,671 126,388

負債合計 1,336,860 1,397,572
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年６月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成23年３月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,017,550 1,017,550

資本剰余金 1,174,661 1,174,661

利益剰余金 124,195 111,799

自己株式 △6,919 △6,919

株主資本合計 2,309,487 2,297,091

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △39,941 △73,508

評価・換算差額等合計 △39,941 △73,508

純資産合計 2,269,546 2,223,583

負債純資産合計 3,606,406 3,621,156
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年３月21日 
 至 平成22年６月20日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成23年６月20日) 

売上高 1,422,961 1,350,726

売上原価 1,236,172 1,172,940

売上総利益 186,788 177,785

販売費及び一般管理費 190,265 184,629

営業損失（△） △3,477 △6,844

営業外収益   

仕入割引 9,906 9,783

その他 2,482 3,281

営業外収益合計 12,389 13,065

営業外費用   

支払利息 835 819

為替差損 395 188

その他 81 238

営業外費用合計 1,312 1,246

経常利益 7,599 4,974

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 5,180

災害見舞金 － 8,131

特別利益合計 － 13,311

特別損失   

災害による損失 － 2,466

投資有価証券評価損 － 1,454

特別損失合計 － 3,920

税引前四半期純利益 7,599 14,364

法人税、住民税及び事業税 2,413 1,968

法人税等合計 2,413 1,968

四半期純利益 5,185 12,395
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年３月21日 
 至 平成22年６月20日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成23年６月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 7,599 14,364

減価償却費 3,245 3,984

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,330 10,110

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 2,375

災害損失引当金の増減額（△は減少） － △3,234

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,662 △5,953

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 975 1,075

貸倒引当金の増減額（△は減少） 105 △5,180

受取利息及び受取配当金 △2,295 △2,352

支払利息 835 819

災害見舞金 － △8,131

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,454

災害損失 － 2,466

売上債権の増減額（△は増加） △153,326 24,700

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,689 △18,697

仕入債務の増減額（△は減少） △8,247 △76,543

その他 22,590 11,685

小計 △158,200 △47,054

利息及び配当金の受取額 3,096 2,956

利息の支払額 △835 △819

災害損失の支払額 － △2,466

災害見舞金の受取額 － 8,131

法人税等の支払額 △4,484 △230

営業活動によるキャッシュ・フロー △160,423 △39,487

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △900 △100

投資有価証券の取得による支出 △33,523 △2,451

貸付けによる支出 △2,250 △2,989

貸付金の回収による収入 1,008 1,386

その他 － △179

投資活動によるキャッシュ・フロー 64,335 △4,334

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △11,590 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,095 △2,506

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,686 △2,506

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,774 △46,327

現金及び現金同等物の期首残高 507,338 407,836

現金及び現金同等物の四半期末残高 398,564 361,508
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 該当事項はありません。  

  

 当社は、機械、工具及び産業機械・器具等の販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

  

（追加情報） 

 当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

   

商品別販売実績 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

区分 

前第１四半期累計期間 

（自 平成22年３月21日 

  至 平成22年６月20日） 

当第１四半期累計期間 

（自 平成23年３月21日 

  至 平成23年６月20日） 

対前期増減 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 増減額（千円） 増減率（％） 

 機械    132,849   9.4   67,434   5.0   △65,415   △49.2

 工具    340,525   23.9   332,873   24.6   △7,652   △2.2

 産機    666,012   46.8   650,816   48.2   △15,196   △2.3

 伝導機器    158,021   11.1   173,623   12.9   15,602   9.9

 その他    125,552   8.8   125,980   9.3   428   0.3

 合計    1,422,961   100.0   1,350,726   100.0   △72,233   △5.1
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